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十
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舞
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Wふ
一
「
 

一
．
 

一
 

来
る
十
」
月
八
日
は
五
所
川
原
 

市
民
に
ー
も
深
い
関
係
を
持
つ
 

市
長
の
一
挙
投
票
日
で
す
。
 

立
派
一
市
長
を
選
ぴ
挙
げ
る
 

こ
と
に
 
り
、
市
民
の
生
活
が
 

豊
か
些
り
明
る
く
な
る
の
で
 

師
の
接
術
料
が
支
払
わ
れ
な
い
ー
り
ま
し
た
か
ら
安
く
な
つ
た
ょ
事
影
釦
お
シ
、
決
白
い
『
」
劇
た
と
い

5こ
と
に
な
 

麓
な
こ
と
も
あ
つ
た
カ
ら
で
難
鷺
鰐
』
鴛
畿
黙
態
懇
」
麗
靴
舞
郵
繁
 

省
点
数
表
の
し
く
み
が
非
常
し
て
〇
、
八
五
％
位
値
上
り
と
用
で
き
る
医
療
設
備

e
H
い
医
え
し
よ
う
と
い
う
気
持
で
し
よ
 

に
複
雑
に
な
つ
て
い
る
の
で
医
な
り
ま
す
。
 
師
を
選
ぷ
こ
と
が
第
一
で
あ
る
う

o
 

十
【
月
五
日
 

『
一
毒
鉾
い
註
た
 

婦
迄
に
て
三
ケ
男
，
乙
な
る
鱗
 

三
・
昭
和
三
匡
年
九
日
］
十
五
ど
瓦
 

突
き
当
つ
て
か
 

落
ち
て
居
る
，
 

』
な
ど
と
申
込
 

日
現
在
で
調
製
し
ほ
窪
汰
選
ま
 

z、
ま
す
が
、
そ
 

畢
人
名
簿
に
登
餓
洩
れ
の
 

た
め
遺
憾
な
が
ら
投
票
を
 

年
の
十
月
一
日
よ
り
改
正
に
保
険
等
の
被
保
険
者
が
医
療
を
「
躍
護
携
縄

U競
％
加
疑
鷲
詳
認

1
1
離
麓
襲
髭

v二
銭
競
刻

2
1
整
昌
 

な
つ
た
医
療
の
点
数
表
は
次
の
う
け
る
時
の
一
種
の
料
金
表
で
結
果
で
あ
つ
た

oこe
H

う
な
あ
る
が
甲
表
は
昭
和
二
十
四
年
般
的
に
い
つ
て
投
薬
注
射
の
多
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
 

理
由
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
と
思
あ
り
，
初
診
、
往
診
が
何
点
、
 
不
合
理
な
点
数
表
を
な
く
し
合
以
来
厚
生
省
が
何
年
か
の
年
月
い
よ
う
な
治
療
の
場
合
は
甲
表
と
し
て
は
医
師
め
技
術
の
評
価
 

い
ま
す

o 占
領
下
に
お
か
れ
た
盲
腸
の
手
術
料
が
何
点
と
い
う
理
的
な
点
数
表
に
す
る
と
い
う
を
経
て
新
し
く
作
つ
た
も
の
で
が
安
く
つ
く
し
、
乙
表
で
実
施
と
い
う
も
の
が
き
わ
め
て
不
合
 

昭
和
二
十
四
年
頃
ァ
メ
リ
カ
政
よ
う
に
定
め
て
い
る
の
が
，
点
こ
と
、
医
療
内
容
に
応
じ
て
診
医
師
に
医
療
費
を
支
払
い
す
る
し
て
い
る
医
師
の
場
合
は
少
し
理
で
あ
つ
た
か
ら
、
そ
れ
を
合
 

府
ょ
り
日
本
の
診
療
は
医
者
が
数
表
で
あ
り
ま
す
。
 
療
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ
の
は
、
医
師
の
診
断
能
カ
や
医
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
 
理
化
し
、
あ
わ
せ
て
医
師
の
待
 

人
 
に
 

q昭
和
三

t毒九
月
ナ
五
味
 

騒
鉱
醸
讐
購
細
 

難
轄
騒
」
総
」
一
 

す
か
ら
 
投
票
を
す
る
前
に
も
 

う
一
申
を
つ
ぷ
り
胸
に
手
を
 

あ
て
‘
一
」
の
候
補
者
が
市
長
と
 

し
て
聖
“
適
当
な
人
で
あ
る
か
 

を
見
一
、
ま
ら
ぬ
ょ
う
、
金
や
 

見
勿
二
ん
ま
さ
れ
る
よ
う
な
こ
 

と
な
‘
 
自
分
の
良
心
に
従
つ
 

な
か
つ
た
人
も
あ
つ
た
 

ヤ
が
、
調
製
す
る
係
員
も
 

こ
気
を
つ
け
て
、
こ
ん
な
 

ー
な
人
が
な
い
よ
う
に
と
 

め
て
抹
お
り
ま
す
が
、
な
 

ら 
 

南方面 
日
の
具
動
と
い
つ
て
よ
 

入
り
が
は
げ
し
い
の
で
 

さ
い

oお
気
付
き
の
方
は
十
 

ク
ス
リ
ヒ
」
毛
る
上
う

L
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こ
 
・
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bか
・
油
征
皿

a き
遣
一
匠
「
い
て
と
カ
・
皿
一
一
象
て
遣
唾
け
注
『
け
嘱
も
淋
に
魂
し
て
亥
喫
し
を
す
 
甲
表
を
選
ぶ
か
乙
表
を
選
ぷ
遇
を
改
善
す
る
と
い
う
の
が
、
 

明
二
十
七
日
晦
で
し
ど
山
当
す
 

て
、
」
正
者
全
員
が
、
投
票
を
 

い
た
ニ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
 

し
上
」
正
す
。
 

選
聾
ハ
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
 

ら
、
当
方
と
し
て
も
一
人
 

れ
な
く
と
名
簿
を
完
全
な
 

誌
驚
線
紗
弱
糧
編
線
念
し
た
が
い
か
少
そ
う
な
ら
唯
け
れ
ば
恒
療
の
進
べ
き
だ
と
い
り
考
え
の
も
と
に
か
電
験
翫
耗
舞
コ
鷲
恕
影
気
裁
響
 

委
員
会
（
お
出
で
下
さ
い
。
 

難
抹
げ
驚
港
難
し
具
体
的
に
述
ぺ
て
み
ま
し
か
歩
も
な
い
わ
け
で
す
．
 
作
ら
れ
た
と
聞
い
て
局
り
ま
か
髪
省
熊
袈
袈
些
国
鵬
舞
乳
編
幻
奮
監
 

③
 
不
在
者
投
票
を
せ
れ
ば
な
 

《
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
 

」
協
力
な
し
で
は
期
し
得
 

専
念
す
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
う

o
 

以
上
申
上
げ
た
よ
う
に
医
療
・
乙
表
は
日
本
医
師
会
案
が
基
立
、
県
立
、
市
立
、
国
保
直
営
う
な
過
渡
期
に
は
甲
表
乙
表
の
 

一
 
ら
ぬ
事
情
の
人
は
（
投
票
当
ー
 

一
 
日
自
ら
投
票
所
に
行
「
て
投
な
 

い
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
 

改
正
し
た
目
的
は
二
つ
あ
り
が
合
理
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
礎
に
な
つ
て
作
ら
れ
た
よ
う
に
病
院
診
療
所
は
大
体
、
甲
表
を
ニ
本
立
も
や
む
を
得
な
い
で
し
 

い
る

mー
ソ
投
票
出
来
ま
す
か
ら
 

入
場
皿
万
届
か
な
く
と
も
、
是
 

の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
が
き
つ
か
け
と
な
つ
て
、
 

「
戴
籍
』
「
雛
難
離
熊
離
濫
鷲
鷲
競
鷲
鷲
繰
燕
嚢
麓
劫
気
知
鴇
磐
醒
篇
麟
麟
 

票
す
る
事
の
出
来
な
い
人
）
 
そ
の
ご
協
力
と
云
う
の
は
即
 

投
票
の
前
日
ま
で
に
主
《
助
川
ち
編
民
登
録
の
出
入
り
の
手
続
 

非
投
肥
一
』
お
出
で
下
さ
い
．
 

長
ド
出
来
わ
い
つ
ヒ

b 引
魯
か
き
止
げ
た
の
と
，
も
う
ー
つ
の
医
蕩
カ
う
け
ら
れ
る
士
け
て
左
む
継
む
も
の
ガ
，
 
一
律
に
値
上
レ
ま
す
‘
 
で
も
乙
表
の
不
合
理
な
点
を
指

表
が
出
来
あ
加
『
畑
わ

m電
か
靖
は
げ
●

9 と
、
凡
づ
ー
っ
の
医
療
か
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
ゆ
准
ゆ
（
線
に
進
殖
」
い
ま
す
。
 

奮
‘
 

'
 
'

、
；
ー
，
 
理
由
は
、
今
ま
で
使
用
さ
れ
て
り
ま
す
。
 
り
に
な
つ
た
と
思
つ
て
も
大
体
 
甲
表
を
採
用
し
な
い
理
由
と
摘
し
て
い
る
か
ら
二
つ
の
甲
乙
 

点
数
表
と
は
ど
ん
な
も
 
き
叱
点
数
表
は
ず
い
ぶ
ん
古
い
 
次
に
単
価
を
申
上
げ
ま
す
と
間
違
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 
し
て
は
、
甲
表
を
と
つ
た
ら
自
点
数
表
に
精
密
な
科
学
的
検
討
 

の
加
一
寸
中
上
げ
ま
す
・
 
も
の
な
の
で
高
い
棄
を
投
薬
し
今
ま
で
は
甲
地
区
は
一
二
円
五
 
そ
れ
で
は
甲
表
、
乙
表
の
ど
分
の
収
入
が
ど
の
く
ら
い
に
な
を
加
え
、
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
合
 

）
ン
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十
長
選
挙
ど

A“充
人
名
簿
調
製
に
つ
い
て
 

oー
・
（
見
逃
が
さ
ぬ
よ
う
お
廟
い
』
出
す
）
・
ー
 

た
り
、
注
射
し
た
り
ナ
る
ほ
ど
〇
銭
乙
地
区
は
一
一
円
五
〇
銭
ち
ら
を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
と
い
る
か
目
安
が
つ
け
に
く
い
こ
と
理
的
な
点
数
表
を
一
日
で
も
早
 

健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
日
雇
医
師
の
収
入
が
多
く
な
り
、
投
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
甲
う
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
果
し
、
乙
表
な
ら
ば
現
在
ま
で
の
点
く
作
ら
れ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
 

労
働
者
健
康
保
険
、
国
民
健
康
薬
や
注
射
を
し
な
か
つ
た
ら
医
地
区
も
乙
地
区
も
一
〇
円
と
な
て
医
療
は
金
銭
的
に
安
け
れ
ば
数
表
の
ま
ま
で
単
価
点
数
表
を
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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こ
（
及
の
選
挙
は
昨
年
の
九
 

！
月
十
ー
コ
現
在
で
、
こ
し
ら
い
 

《
た
基
・
遺
挙
人
名
簿
と
衆
議
院
 

【
議
員
一
事
の
際
の
補
充
選
挙
人
 

面
細
判
 
（
名
簿
一
今
回
申
請
に
よ
つ
て
出
 

一
、
、
メ
 
、
来
た
一
袖
充
選
挙
人
名
簿
に
よ
 

】
つ
て
一
来
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

原
市
選
撃
管
理
蚕
員
全
に
投
き
を
、
は
つ
き
り
さ
せ
、
選
畢
 

票
の
手
続
き
を
し
 

④
 
補
充
選
畢
人
名
 

つ
い
て
は
、
左
記
 

な
つ
て
お
り
ま
す
 

①
 
調
製
現
在
期
 

十
月
二
十
 

申
請
期
間
及
 

月
二
十
三
日
 

十
七
日
ま
で
 

③
 
調
製
期
間

I
 十

月
二
十
八
日
 

一
十
t
l
、
唯
設
の
災
害
復
旧
吐
ど
に
あ
る
古
家
を
解
体
し
て
、
材
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

一
響
施
 蕪
繊
 
錨
簾
 

毎
年
十
月
 

ム
採
種
圃
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種
子
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＆
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罰
一
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の
叱
め
の
緊
急
配
分
準
備
金
料
の
不
足
分
は
み
ん
な
で
持
寄
現
心
今
年
か
八
知
以
降
の
悪
天
 

『
畿
洩
誌
醜
『
零
「
円
以
上
ヅ
腔
賜
窯
鐸
費
盤
賛
瓢
露
舗
鰐
 

加
町
師
「
寄
附
さ
れ
た
法
人
募
金
は
、
そ
」
け
陰
：
一
」
坪
湾

1
1

ル
確
み
ら
れ
ま
し
た
、
し
た
が
つ
て
 

識
馴
響
呼
薙
”
喋
鍋
擁
器
議
鷺
緩
駄
騎
詳
鷲
麟
総
噂
散
 

一
指
ぐ
如
感
謝
状
、
三
千
円
以
上
は
内
閣
腰
汝
「
吐
し
て
涌
山

m咋
伯
分
種
の
更
新
に
も
相
当
の
関
心
を
 

禰
薄
褒
状
力
授
与
さ
れ
ま
す
。
 
縄
響
熊
蕪
護
競
襲
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議
か
 

生
産
収
量
 
採
種
圃
生
産
場
所
 

生
産
面
積
 

ヘ
ク
 

O、
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タ
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レ
 

品
種
別
 八
甲
田
 

師
覇
纏
賑
畑
 

三
好
、
毘
油
門
「
臨
漠
 

五
所
川
瞬
七
和
（
長
 

難
議
翠
艦
 

三
好
、
小
曲
 

同
右
 
同
右
 
同
右
 驚
履
詰
、
中
川
 

四
、
呈
ト
ン
 

ー》
ー

・
、
 

ん
ー
す
一
 

三
、
「
ー
ト
ン
 

十
和
田
 
三
、
四
ク
 

ダ
ー
」
洩
れ
等
の
た
め
貴
重
な
 

一
竺
行
使
出
来
な
い
事
の
な
 

い
ト
 
左
に
該
当
す
る
人
は
お
 

四
式
ト
ン
 

三
、
五
ト
ン
 

六
、
査
ト
ソ
 

」
、
孟
ト
ン
 

巽
、
一
孟
ト
ン
 

陸
奥
光
 
一
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 計
 
一

o、
一
一
、
 

せ
て
強
力
に
推
進
す
 

方・ 
シ
ワ
を
の
ば
し
て
顔
を
ほ
こ
ろ
ま
す
の
で
、
市
役
所
と
し
て
は
 

な
り
ま
し
た
．
市
民
一
人
？
く
、
 

が
み
ん
な
力
を
結
集
し
て
社
会
 

事
業
に
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
 

希
望
し
ま
す
。
 

Jノ
 
九
忘
レ
 
、
、
市
の
委
員
会
に
》
」
 

、
、
市
の
委
員
会
に
ご
 

～
相
融
 
さ
い
。
 

」
圭
那
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～
一
、
 
和
十
三
年
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月
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十
三
 

伍
誠
訓
源
ば
せ
て
い
た
．
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籍
加
か
策
い
髪
見
鉛

m
 市

大
字
湊
 

二
十
九
日
ま
で
 
土
日
間
 

（
贈
ら
れ
た
新
し
い
家
屋
）
 
品
種
、
八
甲
田
、
十
和
田
、
陸
 

を
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鷺
に
霧
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静
鞍
器
総
 

つ
か
り
一
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か
 

年
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滴
週
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ー r讐
お
男
満
二
十
 
請
」
汗
課
霧
一
月
ニ
 

こ
の
募
金
で
集
つ
た
金
は
 

一
、
困
つ
て
る
人
の
お
産
を
手
 

軽
に
す
ま
せ
る
助
産
院
や
母
 

子
寮
に
 

二
，
親
の
労
働
や
病
気
な
ど
で
 

繁
獣
勲
子
供
を
毎
日
 

寡
」
そ
は
公
明
遭
畢
実
 

一
一
n
(
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さ
 

月
二
十
二
日
で
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十
 

一
一
 

家
市
襲
メ
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し
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三
日
ま
で
 
五
日
間
 

冷
序
I
 
h

こ
、
 
た
に
昭
和
「
一
十
ミ
年
七
 
⑥
 
異
議
申
立
決
定
期
限
 
一
 
”
 
匠
所
川
原
市
 

青
森
県
傾
斜
地
り
ん
ご
園
草
生
栽
培
 

補
助
金
交
付
規
程
お
よ
び
傾
斜
地
り
 

ん
ご
園
共
同
電
化
施
設
奨
励
補
励
金
 

交
付
規
程
の
廃
止
 

昭
和
三
十
三
年
十
月
三
日
付
、
青
い
第
一
八
九
号
県
経
済
 

剖
長
名
に
て
次
の
と
お
り
通
牒
あ
り
標
記
の
補
助
規
程
を
 

廃
止
す
る
。
 

青
森
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号
 

青
森
県
傾
斜
地
り
ん
ご
園
草
生
栽
培
補
助
金
交
付
規
程
 

危
和
ニ
十
五
年
六
月
青
森
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号
）
 

は
廃
止
す
る
 

昭
和
三
十
三
年
丸
月
三
十
日
 

青
森
県
知
事
 
山
 
崎
 
岩
 
，
男
ー
 

青
森
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号
 

傾
斜
地
り
ん
ご
園
共
同
電
化
施
設
奨
励
補
助
金
交
付
規
 

程
（
昭
和
二
十
八
年
一
月
青
森
県
告
示
第
六
十
九
号
）
 

は
廃
止
す
る
 

昭
和
三
十
三
年
十
月
二
日
 

青
森
県
知
事
 
山
 
傍
 
岩
 
男
 

し
 
六
平
方
メ
 

さ
い
。
 

月
 
ー
に
し
以
前
か
ら
住
居
『
 
十
一
月
四

1
 

一
』
・
 
選
撃
管
理
委
員
会
 

か
“
●
ル
り
 

④
名
簾
汽

r
簿
鵬
移
ぼ
 

八
、
g尋
 
化
 

准
主
馴
し
 
へ
 
し
一

1
 

る
入
 
（
 

に
 
温
鷺
醸
 

の
 
子

L一
な
く
 

婆
鷲
鷺
 

老
 
准
欲
で
あ
 

一
 
一
 
雪
が
積
 

一
 
一
 
も
つ
て
も
 

抑
 
会
巌
 

令t
 

＼
》
 
五
所
川
原
一
挨

p汰
江
請
喚
く
醗
誕
 

た
ら
取
れ
」
と
の
言
葉
が
 

三
、
農
繁
期
の
子
供
を
危
険
か
 

‘．
 
一
 

“
  
ー
 

た
）
 
＼
一
 
濡
こ
指
雄
群
採
繰
離
味
 

」
 
ソ
 
ー
‘
 
導
所
で
は
 
利
糾

W
%
1
 
1
 

ミ
、
‘
、
 

し
一
 
‘
項
“
湖
智
篤
報
讐
難
価
麗
 

一
 
「
事
 
湾
い
て
聾
郵
認
裁
騒

M
 

る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。
 

ら
守
る
季
節
保
育
所
へ
 

四
、
親
の
な
い
子
を
育
て
る
養
 

農
民
の
み
 
一
 
火
尺
『
所
 

灘
鵬
」
齢
一
一
 

り
の
た
び
に
切
り
取
り
 

つ
と
め
ま
し
よ
う
。
 

護
施
設
や
養
老
院
へ
 

五
、
浮
浪
者
の
更
生
施
設
、
授
 

産
場
、
無
料
診
療
所
へ
 

六
、
釈
放
者
な
ど
の
更
生
事
業
 

へ
 

ン
メ
で
倒
れ
た
あ
と
を
み
 

@
 

探種圃

産種子 

希望者

に

頒

けます 

を
，
幹
が
く
さ
つ
て
生
 

り
な
い
樹
が
意
外
に
多
い
 

引
、
実
ま
わ
し
、
支
柱
の
入
 

ろ
ノ
）
 

鮎
『
 

hノ
 
『
 

で
す
．
反
収
の
増
加
に
 

り
 
王
三
「
 
次
の
よ
う
 

]
I
」
「
十
 

か
ら
お
よ
 

”
意
郵
郵
搬
競
芋
構
販
叫
 

地
の
樹
を
揃
え
る
こ
と
 

ぎ
く
影
響
し
ま
す
・
計
 

十
月
十
七
日
午
前
十
時
青
森
 

ろ
こ
び
申
 

七
い
市
町
肘
民
の
身
近
か
吐
生
 
ー
 
ー
 
除
雲
も
で
 

」
 
r
 

コ1
 
し
て
も
ら
 
は
牧
塵
レ
て
み
れ
ば
、
ず
い
 

・

《
 
よ
 
「
 
．
山
山
 
い
た
い
と
ー
 
ぶ
ん
違
い
ま
す
“
，
キ
雲
戸
・
 

」
「
嘉
灘
灘
灘
難
 

巨
べ
炉
昌
」
所
川
原
市
、
板
柳
町
、
中
里
町
 

虫
は
忘
れ
小
泊
村
、
市
浦
村
の
各
関
係
者
 

た
こ
ろ
に
出
席
、
人
権
擁
護
の
あ
り
方
や
 

や
つ
て
く
改
正
点
等
に
就
て
話
し
合
つ
た
 

る
も
の
で
五
所
川
原
市
も
従
来
四
名
で
あ
 

r
o

人
七
つ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
十
名
に
 

．
・
‘
．
：
増
員
さ
れ
て
、
基
本
人
権
の
尊
 

に
樹
園
を
更
新
し
ま
し
 

鰭
鷲
議
響
」
録
世
誌
（
「
「
」
唯
 

、
新
植
を
進
め
 

亀
 
一
 
臨
、
て
 
望
ん
で
お
一
琳
ト
綱

1、
移
欧
～
吻
編
捕
 

ま
嘉
環
一

m臨
寵
愛
（
吻
 

下
さ
い
”
植
穴
、
苗
木
、
 

て
下
さ
い
。
 

用
す
る
唯
厩
肥
そ
の
他
 

費
 
ま
ま
に
自
然
死
を
草
ぶ
き
家
の
 

八
、
市
町
村
た
す
け
あ
い
金
庫
倒
潰
と
と
も
に
待
つ
の
み
と
な
 

の
 

り
ま
す
。
 

暫
準
備
加
同
し
い
も
の
 

③
袋
叱
は
え
だ
、
・
国
死
、
印
度
 

①
 
脱
皿
く
糾
軽
い
事
り
み
『
ド
や
謝
 

み
ー
 
し

み
一
 

つ
て
い
た
．
 
こ
れ
を
み
か
ね
た
 

ョJ
 

に
よ
る
 
進
め
て
下
さ
い
。
着
色
だ
け
 

ル
 
づ
 
費
皿
 
）
軌
奴
」
レ
し
か
』
の
せ
害
 

ー
 
』
」
‘

u
 

処
理
を
一
ー
 
ー
：
‘
 
ー
 
い
ー
‘
・
・
・
 

貧
金
 
》
．
り
し
大
 
こ
山
川
准
円
力
水
＋
 

九
、
市
町
村
災
害
被
災
者
見
舞
同
部
落
の
民
生
委
員
平
山
弥
一
 

⑥
 
一
日
と
日
あ
し
が
短
か
く
 

ま
す
作
業
の
計
画
を
は
 

金
 
郎
氏
が
音
頭
を
と
つ
て
新
し
い
 

り
た
て
、
、
段
取
り
よ
 

事
を
進
め
ま
し
よ
う
、
 

『
 
十
 
拠
瑠
睦
 

ム
ノ
 I
／
『
 
鰭
滅
鷲
鱗
維
 

十
、
身
体
障
害
者
、
母
子
会
な
家
を
藤
田
さ
ん
の
た
め
に
贈
る
 

ど
の
逮
絡
団
体
へ
 
運
動
を
始
め
た
が
、
日
頃
か
ら
 

に
 

ま
わ
り
を
き
れ
い
に
し
 

く
打
っ
起
す
等
野
そ
 

対
策
も
今
か
ら
手
を
つ
 

十
一
、
児
童
の
遊
び
場
な
ど
の
み
か
ね
て
い
た
部
落
民
は
喜
こ
 
は
決
し
て
こ
の
豊
作
に
陶
酔
す
重
に
力
こ
ぶ
を
入
れ
る
こ
と
に
 

助
成
 
、
ん
で
協
力
し
て
く
れ
、
部
落
内
る
こ
と
な
く
常
に
品
種
の
改
良
な
つ
た
．
 

か
、
傷
 
気
の
タ
ネ
を
少
な
く
す

t」
 

消

防

署望楼か 

 
の
少
な
 
と
で
す
。
 
『
ウ
ポ
～
、
コ

W敏
 

、
凡
仲
穿
。
 

n昧
雌
駆
鴎
ゆ
線
＼
鋼
悔
吸

m
 

いm卿麟
轟
劣
嬬
映
 

も
遠
い
こ
と
で
は
な
い
‘
 

茸
の
加
工
に
は
乾
燥
凄
詰
、
 

臓
詰
な
ど
が
あ
り
農
家
で
や
つ
 

て
い
る
塩
漬
も
そ
の
ー
で
め
る
 

が
商
品
価
値
を
高
む
る
た
め
に
 

は
壌
籍
詰
は
適
当
で
あ
る
先
進
 

地
に
於
て
は
既
に
茸
の
栽
培
を
 

奨
励
し
加
工
会
社
を
設
け
て
態
 

勢
を
整
え
て
い
る
所
も
あ
る
生
 

産
を
奨
励
し
て
販
売
を
放
任
す
 

る
の
は
青
森
県
の
農
政
で
あ
る
 

当
市
で
も
市
民
の
現
在
か
量
み
 

市
政
の
将
来
を
先
見
し
三
年
計
 

画
を
立
て
、
之
れ
が
普
及
に
努
 

め
田
園
都
市
繁
栄
の
礎
を
築
く
 

よ
う
に
さ
れ
た
い
。
 

で
栓
を
し
蒸
器
に
入
れ
て
消
 

毒
す
る
蒸
器
は
高
圧
釜
で
あ
 

れ
ば
、
 
一
時
間
の
消
毒
で
よ
 

い
が
普
通
の
蒸
器
で
は
一
日
 

一
時
間
づ
つ
三
日
間
連
続
消
 

毒
す
る
鉢
、
木
箱
に
用
え
る
 

場
合
は
布
袋
に
入
れ
て
蒸
器
 

に
乗
せ
同
じ
く
一
時
間
づ
く
 

三
日
消
毒
す
る
瓶
は
中
央
の
 

穴
に
菌
種
を
植
込
み
軽
く
栓
 

を
し
鉢
木
箱
は
厚
さ
四
ー
五
 

寸
程
度
に
入
れ
平
均
に
鎮
圧
 

し
鉢
に
は
菌
種
を
ニ
ー
三
ケ
 

所
木
箱
は
巾
一
尺
五
寸
長
さ
 

三
尺
の
も
の
で
六
ケ
所
大
小
 

に
よ
り
之
れ
に
準
ず
れ
ば
よ
 

ろ
し
い
菌
種
を
植
終
つ
た
な
 

ら
ば
新
聞
紙
で
覆
い
ゴ
ミ
を
 

防
ぐ
。
 

三
、
温
度
の
関
係
 

茸
は
或
る
一
定
の
温
度
下
に
 

生
長
が
始
ま
り
上
昇
に
伴
つ
 

て
成
長
が
速
進
さ
れ
る
が
適
 

温
を
越
え
る
と
却
て
成
長
力
 

内
で
菌
糸
の
繁
殖
を
促
が
す
 

時
は
五

Oー
六
〇
日
に
し
て
 

菌
糸
は
飽
和
点
に
達
す
る
後
 

子
宝
体
発
生
の
低
適
温
下
に
 

一
〇
ー
一
四
日
に
お
く
こ
と
 

に
よ
り
発
茸
の
兆
と
す
る
小
 

凸
起
を
見
る
に
至
る
こ
れ
に
 

水
を
噴
霧
し
再
び
温
床
内
に
 

移
し
茸
に
水
を
噴
霧
す
れ
ば
 

十
日
ー
二
週
間
に
し
て
収
穫
 

は
可
能
で
あ
る
。
 

が
衰
え
更
ら
に
高
温
と
な
れ
 

ば
発
育
は
停
止
し
死
滅
す
る
 

逆
に
低
温
の
場
合
に
は
成
長
 

し
な
い
。
 

生
長
に
要
す
る
最
低
温
度
 

は
摂
氏
七
…
八
度
好
適
温
度
 

は
二
五
ー
二
六
度
最
大
温
度
 

は
三
〇
度
前
後
と
見
ら
れ
高
 

低
共
に
限
界
を
超
え
る
と
概
 

ね
休
眠
状
態
と
な
つ
て
生
長
 

を
停
止
す
る
。
 

菌
糸
繁
殖
期
の
温
度
の
幅
 

は
相
当
広
い
が
子
実
体
発
生
 

温
度
の
限
界
は
極
め
て
狭
め
 

ら
れ
又
著
し
き
低
温
に
於
て
 

発
茸
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
 

る
ナ
メ
コ
、
 
エ
ノ
キ
タ
ケ
は
 

六
ー
一
〇
度
ヒ
ラ
タ
ケ
、
 
一
 

Oー
一
ニ
度
シ
イ
タ
ケ
、
 
一
 

五
所
一
僚
電
報
電
話
局
で
は
、
市
内
運
沼
市
営
住
宅
街
（
倶
五
 

所
川
母
跡
）
や
そ
の
周
辺
の
市
民
か
ら
公
衆
電
話
を
設
け
て
 

ほ
し

t」
い
う
強
い
要
望
に
応
え
て
博
覧
会
噴
水
池
跡
に
采
ツ
 

ク
ス
ー
市
電
話
入
五
所
川
原
駅
網
醜
か
」
霧
船
畿
 

言
 
有
望
な
茸
の
栽
培
 

提
 
二
、
茸
の
鋸
屑
栽
培
 

の
 
長
 
冨
 
其
 
田
 
臨
 
穂
 

阜竺

自衛

官試験 
 

10
月
'21
日
公

民舘で 
開
通
さ
せ
大
い
に
喜
こ
ば
れ
て
 

い
る
．
 

ま
た
お
な
じ
み
深
い
赤
ダ
ル
 

マ
型
公
衆
電
話
も
翌
九
日
か
ら
 

五
所
川
原
市
立
病
院
待
合
室
に
 

弘
南
パ
ス
五
所
川
原
営
業
所
）
 

遠
く
は
飯
詰
駅
売
店
の
三
ケ
呼
 

に
そ
れ

Iハ
、
新
設
し
た
の
で
大
 

い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
 

ー
一

ー

ー

一

ー

ー
・

ー

ー

ー

へ

～
n
I  

鳶
策
電
嶺
耕
買
又I 
 

平和

町
，

市

立

病

院 

1  

ム南

バス

待

合

所と 

1 

石 

 呈害 

 馬
1マ 

 グ， 

 市 

店 

に 

1 

．、

～

~
、、

~
・~

~
、~

~

、
』
y
、“

~= 

へ
 タ

ケ
、
 
ヒ
ラ
タ
ケ
は
適
当
で
 

す
ッ
イ
タ
ケ
は
単
生
種
で
あ
 

る
か
ら
収
量
は
少
な
い
の
で
 

不
適
当
で
あ
る
。
 

二
、
殺
菌
処
理
 

鋸
屑
は
杉
松
槍
を
原
料
と
し
 

て
い
る
が
新
し
い
も
の
‘
よ
り
 

少
し
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
古
 

は
去
る
十
 

日
で
メ
切
 

業
 
町
家
は
原
木
つ
入
手
 

r」
 
と
椙
木
の
椎
込
み
壊
 

いL
 
折
に
困
難
が
あ
る
の
 

ォ
り
 
で
鉢
、
広
口
瓶
．
オ
 

曲
辰
 
箱
な
ど
に
鋸
屑
を
詰
 

め
室
内
木
小
屋
の
一
 

部
、
廊
下
に
棚
を
設
 

け
て
や
れ
ば
小
面
積
で
‘
多
数
 

の
発
生
床
を
列
べ
る
こ
と
が
で
 

三
、
加
工
と
販
売
 

元
来
茸
は
栄
養
の
乏
し
い
も
の
 

と
し
て
軽
視
さ
れ
た
時
も
あ
つ
 

た
が
其
後
幾
多
学
者
の
研
究
に
 

よ
り
豊
冨
な
栄
養
を
認
め
ら
れ
 

今
で
は
茸
は
牛
肉
の
五
倍
に
匹
 

敵
す
る
栄
養
価
が
あ
る
こ
と
に
 

で
い
る
。
 

り
五
所
川
原
市
公
民
舘
 

が
可
局
で
吐
こ
の
他
毒

M
 
五
地
区
の
受
験
者
約
百
 

い
も
の
が
よ
い
之
れ
に
容
量
 

ツ
角
（
辻
薬
局
附
近
）
 
に
ポ
ッ
 
】
 

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
 

りH如
無
彫
謝
“
）
ュ
か
い
齢
准
 

ど
《
，
」
，

1，
 
訓
，
 
つ
 

二
割
の
米
糠
と
少
量
の
炭
酸
 

石
灰
を
加
え
米
の
ト
ギ
水
又
 

る
し
又
茸
の
最
適
還
境
も
容
 

市
内
の
受
験
者
ょ
一
人
 

も
二
つ
く
れ
る
の
で
最
大
の
生
 

つ
【
 

iか
ら
水
 

少
し
浸
み
川
「

q程
埋
の
湿
 

、
を
含
ま
せ
、
広
口
瓶
に
 

心
競
層
女
駄
め
瓶
の
中
，
 

ど
い
・
」
‘
位
の
林
で
武
ま
 

・

、
を
あ
け
斯
聞
紙
 

四
、
促
成
栽
培
 
品
を
求
む
で
吃
声
で
清
唾
・
山
 
憩
ゴ
 
に
ズ
ー
 

ニ
ー
一
七
度
を
適
温
と
す
る
如
つ
て
，
彩
ソ
瓢
に
他
の
食
 
』
震
嚇
＃
曹
・

s
』
 

な
つ
て
い
る

oそ
れ
に
他
の
食
 

念
 

一
 健

康
長
寿
の
原
動
力
と
な
つ
て
 

い
る
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
の
 

一
 

前
項
の
説
明
を
参
考
に
し
ビ
 

ニ1
ル
油
紙
を
利
用
し
適
温
 

含
有
が
判
明
し
然
も
そ
の
芳
香
 



に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

現
に
今
年
の
八
月
以
降
の
悪
天

候
に
あ
え
、
水
稲
に
は
相
当
の

病
虫
害
と
風
水
に
よ
る
倒
伏
が

み
ら
れ
ま
し
た
、
し
た
が
つ
て

三
十
四
年
度
の
水
稲
種
子
に
も

こ
と
か
く
農
民
も
あ
り
、
又
品

種
の
更
新
に
も
相
当
の
関
心
を

持
た
ざ
る
を
得
な
い
農
民
も
、
 

た
く
さ
ん
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
市
役
所
と
し
て
は

こ
れ
が
対
策
と
し
て
県
の
奨
励

品
種
、
八
甲
田
、
十
和
田
、
陸

奥
光
、
藤
坂
五
号
、
農
林
十
七

号
、
青
森
稲
十
四
号
の
六
種
の

原
種
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の

で
最
寄
の
支
所
に
申
込
ん
で
下

さ
い
。
 

人権擁護の 

座談会 
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十七日五所川原で 

事
足
り
る
か
と
い
う
と
、
決
し
一引
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

て
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
乙
表
で
や
つ
て
い
つ
て
そ

医
師
を
選
ぶ
に
は
腕
の
良
い
信
の
結
果
に
よ
つ
て
甲
表
に
切
換

用
で
き
る
医
療
設
備
の
よ
い
医
え
し
よ
う
と
い
う
気
持
で
し
よ

師
を
選
ぶ
こ
と
が
第
一
で
あ
る
う
o
 

と
同
時
に
診
療
報
酬
の
と
り
方
 
さ
て
今
後
は
ど
う
な
る
か
と
 

縫
縛

谷
難
籍
ジ

務
鶏
漢
ゆ
疎
吐疑
 

い
よ
う
な
治
療
の
場
合
は
甲
表

ピ
ー
て
」
【そ
一市
フ
支
胃
つ
平
正
 

け
巽
叙
m
の
柳
）
譲卑
鶏
ハ
器
嘱
競
箕
 

高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

理
化
し
、
あ
わ
せ
て
医
師
の
待

甲
表
を
選
ぶ
か
乙
表
を
選
ぷ
遇
を
改
善
す
る
と
い
う
の
が
、
 

か
は
、
医
師
の
自
由
で
あ
り
、
一断
点
数
、
甲
表
の
大
き
な
狙
い

厚
生
省
の
見
方
と
し
て
は
、
国
だ
か
ら
で
す
。
 た
だ
現
在
の
上

立
、
県
立
、
市
立
、
国
保
直
営
一う
な
過
渡
期
に
は
甲
表
乙
表
の

病
院
診
療
所
は
大
体
、
甲
表
を
一
一本
立
も
や
む
を
得
な
い
で
」
 

選
択
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
ょ
う
厚
生
省
も
甲
表
の
不
備
た

一
般
医
師
は
乙
表
を
選
択
し
て
点
を
認
め
て
い
る
し
、
医
師
A
 

い
ま
す
。
 

で
も
乙
表
の
不
合
理
な
点
を
指

甲
表
を
採
用
し
な
い
理
由
と
摘
し
て
い
る
か
ら
二
つ
の
甲
7
 

し
て
は
、
甲
表
を
と
つ
た
ら
自

点
数
表
に
精
密
な
科
学
的
検
討
 

 

分
の
収
入
が
ど
の
く
ら
い
に
な

を
加
え
、
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
合
 

る
か
目
安
が
つ
け
に
く
い
こ
と
理
的
な
点
数
表
を
一
日
で
も
早
 

A
乙
表
な
ら
ば
現
在
ま
で
の
点
く
作
ら
れ
て
実
施
さ
れ
る
こ
ン

数
表
の
ま
ま
で
単
価
点
数
表
を
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

り
ま
し
た
か
ら
安
く
な
つ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
点

数
が
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
平
均

し
て
〇
、
八
五
％
位
値
上
り
と

な
り
ま
す
。
 

甲
表
と
乙
表
の
出
来
た
理
由

は
、
前
に
も
の
べ
た
と
お
り
で

あ
る
が
甲
表
は
昭
和
二
十
四
年

以
来
厚
生
省
が
何
年
か
の
年
月

を
経
て
新
し
く
作
つ
た
も
の
で

医
師
に
医
療
費
を
支
払
い
す
る

の
は
、
医
師
の
診
断
能
力
や
医

！

療
技
術
に
対
し
て
支
払
い
を
す

ぺ
き
だ
と
い
う
考
え
の
も
と
に

作
ら
れ
た
と
聞
い
て
居
り
ま
す
 

乙
表
は
日
本
医
師
会
案
が
基

礎
に
な
つ
て
作
ら
れ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
乙
表
は
、
現
在

ま
で
あ
つ
た
点
数
表
の
薬
価
そ

の
他
の
も
の
が
、
 一
律
に
値
上

り
に
な
つ
た
と
思
つ
て
も
大
体

間
違
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
で
は
甲
表
、
乙
表
の
ど

ち
ら
を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
と
い

う
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
果
し

て
医
療
は
金
銭
的
に
安
け
れ
ば
 

尚
点
数
表
の
し
く
み
が
非
常

に
複
雑
に
な
つ
て
い
る
の
で
医

師
が
医
療
の
請
求
書
を
か
く
に

ニ
日
も
三
日
も
か
、
る
よ
う
な

結
果
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な

不
合
理
な
点
数
表
を
な
く
し
合

理
的
な
点
数
表
に
す
る
と
い
う

こ
と
、
医
療
内
容
に
応
じ
て
診

療
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ

と
が
、
当
然
で
あ
る
か
ら
で
す

そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
医
療
の
進

歩
も
な
い
わ
け
で
す
．
 

以
上
申
上
げ
た
よ
う
に
医
療

が
合
理
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
私
達
に
と
つ
て
も
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
よ
い

医
療
が
う
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
 

次
に
単
価
を
申
上
げ
ま
す
と

今
ま
で
は
甲
地
区
は
一
二
円
五

〇
銭
乙
地
区
は
一
一
円
五
〇
銭

で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
甲

地
区
も
乙
地
区
も

一
〇
円
と
な
 

師
の
技
術
料
が
支
払
わ
れ
な
い
一

よ
う
な
こ
と
も
あ
つ
た
か
ら
で

す
。
 

四
呈
ト
ン）
鞭
鷺
 

看
ト
ン』
翻
醸
一
 

三
好
、小
曲
 

四
、」
ト
ン
 同
右
 

三
、（
ト
ン

六
、豊
ト
ン
 

」
、孟
ト
ン

異
、豆
ト
ン
 ，栄松同同
呈負右右 

好飯 
詰 

中 
川 

三次自衛官試験 
10月21日公民舘で 

？

ー
 

説
 

解
 

医
療
点
数
表
に
つ
い
て
 

十
月
か
ら

改
正
に
な
り

ま
し

た
 

今
年
の
十
月
一
日
よ
り
改
正
に

な
つ
た
医
療
の
点
数
表
は
次
の

埋
由
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
占
領
下
に
お
か
れ
た

昭
和
二
十
四
年
頃
ァ
メ
リ
カ
政

府
よ
り
日
本
の
診
療
は
医
者
が
 保

険
等
の
被
保
険
者
が
医
療
を

う
け
る
時
の

一
種
の
料
金
表
で

あ
り
．
初
診
．
往
診
が
何
点
、
 

盲
腸
の
手
術
料
が
何
点
と
い
う

よ
う
に
定
め
て
い
る
の
が
、
点

数
表
で
あ
り
ま
す
。
 

一
鷺難
鷲
鎌
一
一
 

る
。
 

，
ー
ー
 
‘
「
，一
‘1
『
、
‘才
「
 

讐

盤
難
ハ
」
難
灘
灘
」
 

健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
日
雇
医
師
の
収
入
が
多
く
な
り
、
投

労
働
者
健
康
保
険
、
国
民
健
康

薬
や
注
射
を
し
な
か
つ
た
ら
医
 

ク
ス
リ
を
売
る
よ
う
な
形
式
に
 
改
正
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て

な
つ
て
い
る
か
ら
ク
ス
リ
は
薬
は
前
に
述
べ
ま
し
た
が
い
ま
少

屋
に
ま
か
せ
、
医
師
は
診
療
に
し
具
体
的
に
述
べ
て
み
ま
し
よ

専
念
す
る
よ
う
に
し
た
方
が
良

う
o
 

い
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
 
く
三
 
ー
1
1
・
、
・！
ー
 

馴
丑
L
大
目
献
n
ニ
「
一あ
り
 

預
る
保
育
所
へ
 

農
繁
期
の
子
供
を
危
険
か

ら
守
る
季
節
保
育
所

へ
 

親
の
な
い
子
を
育
て
る
養

護
施
設
や
養
老
院

へ
 

浮
浪
者
の
更
生
施
設
、
授

産
場
、
無
料
診
療
所
へ
 

釈
放
者
な
ど
の
更
生
事
業

へ
 市

町
村
民
の
身
近
か
な
生

活
上
の
問
題
を
全
住
民
の
力

で
解
決
す
る
よ
う
に
促
進
す

る
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
 

費
 市

町
村
た
す
け
あ
い
金
庫

資
金
 

市
町
村
災
害
被
災
者
見
舞

金
 身

体
障
害
者
、
母
子
会
な

ど
の
連
絡
団
体
へ
 

せ
て
強
カ
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
市
民

一
人
ノ
、
 

か
み
ん
な
力
を
結
集
し
て
社
会

事
業
に
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う

希
望
し
ま
す
。
 

こ
の
募
金
で
集
つ
た
金
は
 

が
零
麓
船
麟
麟
 

子
寮
に
 

ー
 

二
、
親
の
労
働
や
病
気
な
ど
で

吸
る
人
の
な
い
子
供
を
毎
日
．
 

xx 
K
・
り
K
 

i
三
一
ー
一十
二
、
施
設
の
災
害
復
旧
な
ど
 

覇
還
鷲
“
嚢
競
譲
制

金
 

×
剖
ズ

×
土
 
つ
せ
い
に
‘
．
」
ー

『
ーど
，言
‘
．
】
 

“
陰

費
騒
曹
麟
雛鮎
舞
噸
」
 

×
 山亥

×
 の

れ
ま
す
が
の
事

業
年
度
の
所
得
の
計
算
上
 

×
『
一
！×
民

本
有
で
も
損
金
に

算
入
さ
れ
、
会
長
か
ら
 

×
馴

×
市

こ
れ

K
歩
感

謝
状
、
三
千
円
以
上
は
内
閣
 

×
 出
ノ

×
 

調
を
合
わ
褒

状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
 

共同募金運動 
xxxxxxx xx 

ー
 

除
雲
も
で

き
ず
風
が
吹
い
て
も
さ
さ
え
棒

も
ほ
ど
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い

ま
ま
に
自
然
死
を
草
ぶ
き
家
の

倒
潰
と
と
も
に
待
つ
の
み
と
な

つ
て
い
た
．
 こ
れ
を
み
か
ね
た

同
部
落
の
民
生
委
員
平
山
弥
一

郎
氏
が
音
頭
を
と
つ
て
新
し
い

家
を
藤
田
さ
ん
の
た
め
に
贈
る

運
動
を
始
め
た
が
、
日
頃
か
ら
 

%

h
」
 コ

 
律

鋒

窒
 

い
 
六
平
方
メ
 

温
露

醸
 

の
 
子
も
な
く
 

落
、
尾
罵
 

昨
曽
 
を
一人
で
 

話
ひ
 
る
人
で
あ
 

！
 

る
。
 

一
 

雪
が
積
 

一
 
も

つ
て
も
 

か
 ー
ト
ル
の
 

【
来
ス
 

】
こ
と
 

.
．
ー
カ
 

．
ー
ノカ
 

r
あ
て
 

》
し
て

を
見
 

面
 
品
物
 

と
な
 

方
 

て
、
 権

者
全
員
が
、

投
票
を

し
上
一ま
す
。
 

い
た
ーれ
ま
す
ょ
う
お
願
い
申

選
，
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
ー
り
投
票
出
来
ま
す
か
ら

人
場
二
か
届
か
な
く
と
も
、
是

非
投
七
お
出

で
下
さ
い
．
 

図
 

ん
 

一
、
 
い
十
三
年
十
月
二
十
一11
 

日
 
山
に
生
れ
た
人
 

．
 
コ

J
 
J
ス
、よ
 

才
 

Jる
人
）
 

〔
 
‘ニ
十
ニ
日
で
満
ニ
十

こ
、
一
 
に
昭
和
一1
1
十
ミ
年
七

月
」
 
達
日
以
前
か
ら
住
居
『
 

へ
 
ロ
刀
」
 
に
『
日
 

）
 
し

r
 
・
句人
、
 

一
 

一
 

・

h
ノ
 

 
一
 

・

刃
 

「
 
十
一
月
五
日
 

し
一
ー
 店
撃
に
突
き
当
つ
て
か
 

r
)J一
 
秘
か
ら
落
ち
て
居
る
、
 

と
一
L
た
ん
だ
」
な
ど
と
申
込

ま
臨
た
ち
な
ど
し
ま
す
が
、
そ

れ
醐
た
め
遺
憾
な
が
ら
投
票
を

な
ー
 
な
か
つ
た
人
も
あ
つ
た

の
瞬
す
が
、
濁
製
す
る
係
員
も

紐
醐
に
気
を
つ
け
て
、
こ
ん
な

女
叫
畦用
な
人
が
な
い
ょ
う
に
と
 

「
一瞬
ど
て
は
お
り
ま
す
が
「
な

に
唾
毎
日
の
異
動
と
い
つ
て
よ
 

競
唆

器
譜
誌
超
 

も
繊
れ
な
く
と
名
簿
を
完
全
な

も
．
に
す
る
た
め
に
は
、皆
さ

ん
，
・ご
協
力
な
し
で
は
期
し
得

な
略
の
で
あ
り
ま
す
o
 

二
十
九
日
ま
で
 
土日
間
 

④
 
縦
覧
及
異
鵬
申
立期
間
ノ
 

か
り
一
票
、
が
つ
か
 

麟
難
（
灘
“
 

誠
）鷲
灘
 

麟
 

に
あ
る
古
家
を
解
体
し
て
、
材

料
の
不
足
分
は
み
ん
な
で
持
寄

り
、
大
工
は
勿
論
無
料
奉
仕
と

い
う
こ
と
で
た
ち
ま
ち
の
う
ち

に
十
三
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
程

の
立
派
な
家
が
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
藤
田
さ
ん
は
屈
曲
し
た

腰
を
の
ば
し
て
贈
ら
れ
た
自
分

の
家
を
み
て
、
涙
な
が
ら
に
ま

だ
ノ
‘
、生
き
ら
れ
る
よ
と
深
い
 

農
民
の
み

な
さ
ん
四

年
続
き
の

豊
作
を
心
 

か
ら
お
よ
 

に
 

婆
 

・
一
月
八
日
は
五
所
川
原

最
も
深
い
関
係
を
持
つ

選
挙
投
票
日
で
す
o
 

な
市
長
を
選
び
挙
げ
る

よ
り
、
市
民
の
生
活
が

な
り
明
る
く
な
る
の
で
 

、
投
票
を
す
る
前
に
も

目
を
つ
ぶ
り
胸
に
手
を

ど
の
候
補
者
が
市
長
と

も
適
当
な
人
で
あ
る
か

や
ま
ら
ぬ
ょ
う
、
金
や

だ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
こ
 

，
自
分
の
良
心
に
従
つ
 

南
 

南街鳥カ 

名
簿
今
回

申
請
に
よ
つ
て
田

来
か
補
充
選
挙
人
名
簿
に
よ

つ
て
 
票す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

名
 
洩
れ
等
の
た
め
貴
重
な

一
票
 
打
使
出
来
な
い
事
の
な

い
よ
 
止
に
該
当
す
る
人
は
お

忘
れ
 
、
、
市
の
委
員
会
に
ご

相
談
 
」
い
。
 

み お ろ し 

玩 ノ 、 エl一」さ逮些・ b～一、 	， 

／ 	に 	II- )  ー

11
三令 マー 
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	＼ 

一t月 の 注恵事項ーー 

」
 

」
 

り
ま
す
。
 

巾
長
選
挙

ど
補
充
人
名
簿
調
製
に
つ

い
て
 

（
見

逃

が

さ

ぬ

よ
う
お
願

い
し

ま

す
）

・
‘v・
 

,
"

"
"
"

"

‘
、

‘
く
’

、
‘
、
、
‘
ノ？
2

ノ
？
、
く
く・

く
く
く
ミ
“

"
‘
く
‘メ

レ
《

z

を

‘
く
“
“
、
v
v
 

」鍋
辱
一
一
舜
肥升
 

人
）
 

三
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
ナ五
 

懇
籍
羅
＼総
 

人
 

②
 
昭
和
三
主
一
隼
九
月
ナ五

日
現
在
の
基
本
選
畢
入名
簿

に
登
録
洩
れ
に
な
皇
る

か

ど
う
か
を
知
る
震
詫
は
市

選
管
で
必
ず
名
簿
を
見て
下

さ
い
o
 
 
お
気
付
き
の
方は
ナ

月
二
十
七
日
迄
ど
し
ど
し当

委
員
会
へ
お
田
で
下
さい
。
 

③
 
不
在
者
投
票
を
せ
ねば
な

ら
ぬ
事
情
の
人
は
（
投票
当

日
自
ら
投
票
所
に
行
「
て投

票
す
る
事
の
出
来
な
い人
）
 

投
票
の
前
日
ま
で
監
所
川
 

看
の
ご
協
力
と
云
う
の
は
即

ち
鵬
民
登
録
の
出
入
り
の
手
統
 

月
謡
懇
唯
隣鯉

麗
講
護
繊
譲
麟
師餌
熱
」議
 

憲
一
選
撲
線
濠
議
院

④
 
補
充
選
畢
人
名
篇
製
に
に
繊
、
必
ず
縦
覧
を
し
て
下
さ
 

議
目
一
挙ゆ
畷
ゆ
補
充
国
挙
汰
 

つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
と
 
いo一
 

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

揃
閲
覧
は
い
つ
で
も
ご
便
官
 

か一
難
熱
慧
》
 

⑧
 
調
襲
期
闘
 

ど
 
ィ
、
「

番

渓
軍
は
良
い
街
造
る

十
月
二
十
八
日
か
ら十
月
ロ

W
叫
」
掬
は権
利
の
放
キ
是
ブ
 

十
月
三
十
日
か
ら＋
一
月
 
禄
コ
ど
 

疑
齢
黙
「
「限
舞
度
」
癒
慧
実
 

十
～
月
四
日
 

湾
撃
管
理
委
員
会

⑥
 
名
簿
確
定
日
 

選
管
専
用
電
話
二
一

一
五
番
 

J
ー

フh
ー
」
ノ

●
ー

●
●
自
 

一
  

五
所
川
原
 
い
実
の
人
工
着
色
、
倒
れ
た
」
 

け
」」
」
指
 
盛
群
標
繰

離
味
 

導
所
で
は
 
下
塾
い
％
ュ
 
，
‘
 

 
i
ー
．
一
 

結
鰯
魂
蝉
麟
確
等
認
一

湾
い
て
 聾
郵
認
嘉
騒
聖
 

汝
ゆ
は
づ
 
和
換
髭
な
ぐ

灘
刊

N
ヒ
ー
 

な
注
意
を
 
い
畑
し
O
と
、
い
川
い
も
の
ー
 

し
て
も
ら
 
は
収
護
し
て
み
れ
ば
、ず
い
一
 

熱
）
」
灘
難
繊
獅
 

①
脱
風
③確灘
撃
謡

ヂ
健
 

に
よ
る
 
進
め
て
下
さ
い
。
膚
色
だ
け
 

留
の
録
鷲
昇

な
の
被
害
 

「
」欝
繊
鷲
藻
糾
 

か
、
傷
 
気
り

タ
ネ
を
少
な
く
す
る
こ

の
少
な
 
と
で
す
。
 
『
ウ
ドン
』
病
は
 

④
警

自

と
日
あ
し
が
短
か
く
 

j弾
一事
を
進
め
ま
し
よ
う
、
 

執
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に
し

に
鱗
K
打
っ
起
す
等
野
そ
害
 

」
」止
対
策
も
今
か
ら
手
を
つ

十
た
い
も
の
で
す
。
 

臨
つ
ま
す
作
業
り
計
画
を
は
 

き
り
た
て
、
、
段
取
り
よ
 

シ
ワ
を
の
ば
し
て
顔
を
ほ
こ
ろ

五
所
川
原
ば
せ
て
い
た
o
 

銭
喉

（
贈
られ
た
新
し
い
家
屋）
 

為

？
満窪
 
臨
篭
舞

誠
麟
 

採種圃産種子 
希望者に頒けます 

5
ニ
ド
い
 
十

月
十
七
日
午
前
十
時
青
森
 

難
鷲
穫
難
 

虫
は
忘
れ

小
泊
村
、
市
浦
村
の
各
関
係
者

た
こ
ろ
に
出
席
、
人
権
擁
護
の
あ
り
方
や

や
つ
て
く
改
正

点
等
に
就
て
話
し
合
つ
た

る
も
の
で
五
所
川
原
市
も
従
来
四
名
で
あ
 

ど
の
連
絡
団
体
へ
 
運
買
を

始
め
た
が
『
日
頃
か
ら
 
，
 

 
:
'
：
増
員
さ
れ
て
、
基
本
人
権
の
尊

十
一
、
児
童
の
遊
び
場
な
ど
の
み
か
ね
て
い
た
部
落
民
は
喜
こ

は
決
し
て
こ
の
豊
作
に
陶
酔
す
重
に

力
こ
ぶ
を
入
れ
る
こ
と
に
 

助
成
 

ん
で
協
力
し
て
く
れ
、
部
落
内
る

こ
と
な
く
常
に
品
種
の
改
良

な
つ
た
．
 

す
o
私
共
”
吐
が
、
《
これ
ゆ
ら
は
け
名
に
 

ム
採
種
圃
産
種
子
配
付
予
定
数
量
 

品
種
別
 
生
産
面
積
 
生
産
収
量
 

採
種
圃
生
産
場
所
 

ヘ
ク
 

八
甲
田
 
O
、九
 タ
ー
 

ル
 

十
和
田
 
「
一
、
四
？
 

陸
奥
光
 
一一
、o(
 

藤
坂
＃
号
》
】
、
ロ
ク

農
林
宅
号
一
、、
《
 

藻
麟

o、プ
 

計
 
石
，
三
、
 

、
、
、
、‘
 

青
森
県
傾
斜
地
り
ん
ご
園
草
生
栽
培

補
助
金
交

付
規
程
お
よ
び

傾
斜
地
り

ん
ご
園
共
同
電

化
施

設
奨
励

補
励
金

交
付
規
程
の
廃
止
 

昭
和
三
十
三
年
十
月
三
日
付
、
青
い
第
一
八
九
号
県
経
済

部
長
名
に
て
次
の
と
お
り
通
牒
あ
り
標
記
の
補
助
規
程
を

廃
止
す
る
。
 

青
森
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号
 

青
森
県
傾
斜
地
り
ん
ご
園
草
生
栽
培
補
助
金
交
付
規
程
 

（
昭
和
二
十
五年
六
月
青
森
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号
）
 

は
廃
止
す
る
 

昭
和
三
十
三
年
丸
月
三
十
日
 

青
森
県
知
事
 
山
 
崎
 

岩
 
男
 

青
森
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号
 

傾
斜
地
り
ん
ご
園
共
同
電
化
施
設
奨
励
補
助
金
交
付
規
 

程
（
昭
和
ニ
十
八
年
一
月
青
森
県
告
示
第
六
十
九
号
）
 

は
廃
止
す
る
 

昭
和
三
十
三
年
十
月
二
日
 

青
森
県
知
事
 
山
 
崎
 
岩
 
男
 

濡防署望楼 
一
 五

所
m
「
呼
電
報
電話
局
で
は
、
市
内
蓮
沼
市
営
住
宅
街

〔
旧
五

所
川
」
』
跡
）
や
そ
の
周
辺
の
市
民
か
ら
公
衆
電
話
を
設
け
て

ほ
し
‘
」
い
う
強
い要
望
に
応
え
て
博
覧
会
噴
水
池
跡
に
ボ
ッ

ク
ス
電
小
電
話
入
五所
川
原
駅
前
と
同
じ
）
を
去
る
八
日
か
ら
 

ー

一
・
ー
 

開
通
さ
せ
大
い
に
喜
こ
ば
れ
て
 

(
 
J
、
 

ま
た
お
な
じ
み
深
い
赤
ダ
ル

一
 
「
旦
 院
と

に
 

マ
型
公
衆
電
話
も
翌
九
日
か
ら
 

）
 
可
 

高

斤

一」コ
 
五

所
川
原
市
立
病
院
待
合
室
に
 

（
 
簾
 
し
匡
五
 

弘
南
パ
ス
五
所
川
原
営
業
所
に

一
 
は
合

売
 

遠
く
は
飯
詰
駅
売
店
の
三
ケ
所

昨
口
 
寸
待

＞
 
に

そ
れ
ム
、
新
設
し
た
の
で
大
 

●

ョ
 
・
 
ス
 
‘
 
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
 

に
 
げ
ン

七
コ
 
尚
同
局

で
は
こ
の
他
大
町
四

ラ
 
禾
鳶
三

ロ
 

ッ
角
（
辻
薬
局
附
近
）
に
ボ
ッ

冨
 
平
ム

仮
 

・
ス
公
衆
電
話
を
、
雪
叱
病
院
 

-―畿 

《 いる。 

ム裂いせ肩責耐積叉i 
平和町・ 市立病院

ム南バス待合所と 

仮詰駅の売店【こ

ト 

丁く助 

でいる。 

,
！

●
一
 
ー

！
 

昭
和
三
十

三
年
度
第

三
次
自
衛

官
二
等
陸

海
空
士
の

募
集
受
付

は
去
る
十

日
で
メ
切

つ
た
が
、
 

こ
れ
が
？

用
試
験
は

十
月
ニ
十
 

一
日
午
前
 

八
鵬
ま
り
五
所
川
原
市
公
民
舘

で
瀬
雅
五
地
区
の
受
験
者
約
百

余
名
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た

市
内
の
受
験
者
ょ
一
人
 

，
し
」
に・

 

、
 
 

一
一1
1口
 

提
 

の
 

へ
 

業
 
町
家
は
原

木
9
K
手

一
 
と

相
木
e
権
記
ろ
麓
 

」
二
 
折
こ
刃
雄
が
あ
る
の
 

J矛
『
 
で
鉢
，
広
口
筋
，
オ

曲
辰
 
箱
な
ど
に
鋸
屑
を
詰
‘
 

め
室
内
木
小
屋
の
一

部
、
廊
下
に
棚
を
設

け
て
や
れ
ば
小
面
積
で
も
多
数

の
発
生
床
を
列
べ
る
こ
と
が
で

き
る
し
又
茸
の
最
適
還
境
も
容

ョ
刀
二っ
？
、れ
る
の
で
最
大
の
生
 

一Jで
なく
濃
け
一
 

タ
ケ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
は
適
当
で

す
ッ
イ
タ
ケ
は
単
生
種
で
あ

る
か
ら
収
量
は
少
な
い
の
で

不
適
当
で
あ
る
。
 

二
、
殺
菌
処
理
 

鋸
屑
は
杉
松
槽
を
原
料
と
し

て
い
る
が
新
し
い
も
の
上
り

少
し
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
古

い
も
の
が
よ
い
之
れ
に
容
量

ニ
割
の
米
糠
と
少
量
の
炭
酸

石
灰
を
加
え
米
の
ト
ギ
水
又

は
清
水
を
麗
い
で
よ
く
混
合

し
手
で
握
つ
て
脂
間
か
ら
水

が
少
し
浸
み
山
る
程
度
の
湿
 

、を
含
ま
せ
、
広
口
瓶
に
は

の
鋸
屑
を
詰
め
瓶
の
中
央
 

径
三
分
位
の
棒
で
底
ま
 

レ
て
穴
を
あ
け
新
聞
紙
 
 で

極
を
し
蒸
器
に
入
れ
て
消

毒
す
る
蒸
器
は
高
圧
釜
で
あ

れ
ば
、
一
時
間
の
消
毒
で
よ

い
が
普
通
の
蒸
器
で
は
一
日

一
時
間
づ
つ
」
百
間
連
続
消

毒
す
る
鉢
、
木
箱
に
用
え
る

場
合
は
布
袋
に
入
れ
て
蒸
器

に
乗
せ
同
じ
く
一
時
間
づ
く

三
日
消
毒
す
る
瓶
は
中
央
の

穴
に
菌
種
を
植
込
み
軽
く
栓

を
し
鉢
木
箱
は
厚
さ
四
ー
五

寸
程
度
に
入
れ
平
均
に
鎮
圧

し
鉢
に
は
菌
種
を
ニ
ー
三
ケ

所
木
箱
は
巾

一
尺
五
寸
長
さ

三
尺
の
も
の
で
六
ケ
所
大
小

に
よ
り
之
れ
に
準
ず
れ
ば
よ

ろ
し
い
菌
種
を
植
終
つ
た
な

ら
ば
新
開
紙
で
覆
い
ゴ
ミ
を

防
ぐ
。
 

三
、
温
度
の
関
係
 

茸
は
或
る
一
定
の
温
度
下
に

生
長
が
始
ま
り
上
昇
に
伴
つ

て
成
長
が
速
進
さ
れ
る
が
適

温
を
越
え
る
と
却
て
成
長
力
 
 が

衰
え
更
ら
に
高
温
と
な
れ

ば
発
育
は
停
止
し
死
減
す
る

逆
に
低
温
の
場
合
に
は
成
長

し
な
い
。
 

・
 

生
長
に
要
す
る
最
低
温
度

は
摂
氏
七
…
八
度
好
適
温
度

は
ニ
五
ー
ニ
六
度
最
大
温
度

は
三
〇
度
前
後
と
見
ら
れ
高

低
共
に
限
界
を
超
え
る
と
概

ね
休
眠
状
態
と
な
つ
て
生
長

を
停
止
す
る
。
 

菌
糸
繁
殖
期
の
温
度
の
幅

は
相
当
広
い
が
子
笑
体
発
生

温
度
の
限
界
は
極
め
て
狭
め

ら
れ
又
著
し
き
低
温
に
於
て

発
茸
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
ナ
メ
コ
、
 エ
ノ
ギ
タ
ケ
は

六
ー
一
〇
度
ヒ
ラ
タ
ケ
、
 一
 

O
ー
一
二
度
シ
イ
タ
ケ
、
 一

ニ
ー
一
七
度
を
適
温
と
す
る
 

四
、
促
成
栽
培
 

前
項
の
説
明
を
参
考
に
し
ビ

ニ
ー
ル
油
紙
を
利
用
し
適
温
 

三
、
加
工
と
販
売
 

元
来
茸
は
栄
養
の
乏
し
い
も
の

と
し
て
軽
視
さ
れ
た
時
も
あ
つ

た
が
其
後
幾
多
学
者
の
研
究
に

よ
り
豊
冨
な
栄
養
を
認
め
ら
れ

今
で
は
茸
は
牛
肉
の
五
倍
に
匹

敵
す
る
栄
養
価
が
あ
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
。
そ
れ
に
他
の
食

品
を
求
む
る
こ
と
が
で
き
な
い

健
康
長
寿
の
原
動
力
と
な
つ
て

い
る
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
の

含
有
が
判
明
し
然
も
そ
の
芳
香
 
 

勢
を
整
え
て
い
る
所
も
あ
る
生

産
を
奨
励
し
て
販
売
を
放
任
す

る
の
は
青
森
県
の
農
政
で
あ
る

当
市
で
も
市
民
の
現
在
を
顧
み

市
政
の
将
来
を
先
見
し
三
年
計

画
を
立
て
、
之
れ
が
普
及
に
努

め
田
園
都
市
繁
栄
の
礎
を
築
く

よ
う
に
さ
れ
た
い
。
 a

 

ン
ー
ー
 

ー
 
ノ

‘
・
、“
、

）
・
、一
・
●
、
・
、f
、
、J
‘
、
ノ‘
、
‘
、
・

‘
、
 

内
で
菌
糸
の
繁
殖
を
促
が
す
と
味
覚
は
味
の
素
も
到
底
及
ば
 

難
筋
烈
報
」
緩
難
譲
羅
欝
 

子
宝
体
発
生
の
低
適
温
下
に
も
遠
い
こ
と
で
は
な
い
。
 

一
〇
ー

一
四
日
に
お
く
こ
と
 
茸
の
加
工
に
は
乾
燥
壌
詰
、
 

に
よ
り
発
茸
の
兆
と
す
る
小
織
詰
な
ど
が
あ
り
農
家
で
や
つ

凸
起
を
見
る
に
至
る
こ
れ
に

て
い
る
塩
漬
も
そ
の
ー
で
あ
る

水
を
噴
霧
し
再
び
温
床
内
に
が
商
品
価
値
を
高
む
る
た
め
に

移
し
茸
に
水
を
噴
霧
す
れ
ば
は
壊
籍
詰
は
適
当
で
あ
る
先
進

十
日
ー
二
週
間
に
し
て
収
穫
地
に
於
て
は
既
に
茸
の
栽
培
を
 

は
可
能
で
あ
る
。
 

奨
励
し
加
工
会
社
を
設
け
て
態
 

有
望
な
茸
の

栽
培
 

一
一
、茸
の
鋸

屑
栽
培
 

長
 
冨
 
其
 

田
 
頭
 
穂
 

,
 


